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妙
高
市
議
会
議
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

妙高市議会議員研修会を開催しました
（１月15日）

佐藤栄一議員

議会基本条例とは
　議会基本条例は、議会の理念や議会が果たす
べき責務、市との関係性、住民参加の方法など、
議会のあるべき姿を体系立てて定めた条例で、
妙高市議会では、議会の最高規範として、前文
と全９章で構成し、23 条からなる条例を平成
27 年に制定しました。

　各章では、開かれた議会の活動原則、市民と
議会との協働、議会と市長等との関係、議会運営、
議員活動の強化などについて明文化し、これに
基づき様々な議会改革や取り組みが進められて
います。

　市議会では、７月の改選により新たなメン
バーとなり、議会基本条例に基づく議員研修の
充実を図ることを掲げ９月に「質問力を高める、
議会にいかす」をテーマに議員研修会を開催し
ました。今回、それぞれの議員が議会活動の基
となるこの条例について、今一度再確認するこ
とを目的に研修が開催されました。

　元議会基本条例策定特別委員会の委員で現議会運営委員会委員長の佐
藤栄一議員を講師に条例の内容はもちろん、当時の想いなども交え研修
が行われました。
　また、研修の中では、議会基本条例の検証について各議員がその達成
度の評価を行い、今後議会運営委員会において、議会基本条例の見直し
を含めさらに検討していくこととされました。
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常任委員会と市内の関係団体との意見交換会
（産業経済委員会）

議会運営委員会先進地調査について 職場体験

☜　４ページからは、12月定例会で行われた一般質問です。

　市議会では議会基本条例に基づき、新井地域、
妙高高原地域、妙高地域を会場に議会報告会・
意見交換会を開催してきました。
　平成 30 年度からは、従来の議会報告会・意
見交換会に加え市内の関係団体と常任委員会と
の意見交換会を開催し、地域や各団体の実情や
課題等について意見交換を行っています。

　昨年の 12 月 12 日に妙高山麓直売センターと
産業経済委員会との意見交換会が開催され、団
体の運営や生産者の現状と課題を聞くとともに
意見交換を行いました。

　議会運営委員会では議会運営や議会改革につ
いて、先進的な取り組みを進めている市議会へ
隔年で調査を実施しています。前回は平成 29
年度に茨城県守谷市へ議会による事務事業評価
について調査を行いました。今回は１月 29 日
と 30 日に富山県南砺市議会、石川県加賀市議
会へ議会改革の取り組みについて調査を行いま
した。調査内容については、次回号で掲載予定
です。

　新井中学校の生徒２名の職場体験の受け入れ
を行いました。職場体験当日に開催された広報
広聴委員会の会議録作成のための録音マイク操
作や議会だより用の写真撮影等を体験しました。

新井中学校２年の
横山瑠生さん、
貫和一志さん
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！一
般
質
問

　
　

厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
公
立
・

公
的
病
院
の
再
編
統
合
は
、
地
域
住
民

の
生
活
そ
の
も
の
を
脅
か
す
。
病
院
存

続
に
対
し
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
考
え
か
。

　
　
　

今
後
、
県
が
開
催
す
る
地
域
医

療
基
本
構
想
調
整
会
議
に
お
い
て
、
当

市
の
地
域
特
性
や
医
療
資
源
不
足
等
に

つ
い
て
説
明
し
、
地
域
に
と
っ
て
な
く

て
は
な
ら
な
い
病
院
で
あ
る
こ
と
を
強

く
訴
え
て
い
く
。

　
　

救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
、
医
師

を
含
め
た
医
療
従
事
者
の
充
足
等
に
対

し
、
市
は
ど
の
よ
う
に
構
築
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

救
急
医
療
体
制
は
上
越
地
域
全

体
で
構
築
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

引
き
続
き
、
上
越
市
や
関
係
病
院
と
連

携
し
救
急
医
療
体
制
の
維
持
、
継
続
に

取
り
組
む
。

　
　

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
の
充

実
の
た
め
、
冬
期
間
も
安
心
し
て
出
産

で
き
る
医
療
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

　
　
　

市
内
で
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
環
境
整
備
は
、
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
市
で
は
、
当
面
の
対
応
と
し

て
出
産
時
の
医
療
機
関
ま
で
の
交
通
費

助
成
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
ほ
か
、
関

係
機
関
へ
の
働
き
か
け
に
よ
る
産
科
医

確
保
に
取
り
組
む
。

妙
高
市
に
お
け
る
障
が
い
者
の
就
労
支
援
に
つ
い
て

　
　

障
が
い
が
あ
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
就
労
す
る
た
め
、
市
内
の
就
労

継
続
支
援
施
設
Ａ
型
の
設
置
と
今
後
の

障
が
い
者
雇
用
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

相
談
員
等
へ
の
聞
き
取
り
か

ら
、
現
状
で
は
Ａ
型
施
設
の
ニ
ー
ズ
は

低
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
第
４
期
障
が

い
者
福
祉
計
画
後
期
実
施
計
画
の
策
定

に
当
た
り
、
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
詳
細
の
把
握
に
努
め
た
い
。

　
　

農
業
と
福
祉
の
連
携
に
よ
り
、
障

が
い
者
の
就
労
支
援
を
推
進
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
　

国
で
も
農
福
連
携
の
取
り
組
み

が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
市
内
の
就
労
支

援
施
設
で
は
、
農
業
法
人
か
ら
の
受
託

な
ど
一
部
で
農
福
連
携
の
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
障
が
い
者
の
働
く

場
の
確
保
や
工
賃
拡
大
が
期
待
で
き
る

こ
と
か
ら
。
福
祉
事
業
所
と
農
業
従
事

者
双
方
と
の
ニ
ー
ズ
に
適
う
よ
う
な
マ

ッ
チ
ン
グ
の
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
進
捗
は

　
　

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画

で
性
能
低
下
が
示
さ
れ
て
い
る

1
2
5
橋
の
修
繕
計
画
と
台
風

19
号
被
害
に
伴
う
橋
梁
の
速
や

か
な
点
検
に
つ
い
て
対
応
は
。

　
　
　

緊
急
的
な
対
策
が
必
要

な
２
橋
は
、
今
年
度
対
策
を
実

施
し
た
。
そ
の
他
は
計
画
的
に

修
繕
を
実
施
す
る
。
台
風
19
号

被
害
後
の
橋
梁
の
点
検
は
、
目

視
調
査
で
は
被
害
箇
所
が
確
認

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
来
年
度

定
期
点
検
も
あ
り
、
必
要
性
は

低
い
と
判
断
し
て
い
る
。

歩
道
が
狭
い
長
森
橋
の
整
備
に
つ
い
て

　
　

防
災
施
設
も
兼
ね
た
拡
張

道
の
駅
や
周
辺
道
路
が
整
備
さ

れ
た
が
、
重
要
な
避
難
道
路
と

な
る
市
道
長
森
横
町
線
、
長
森

橋
の
整
備
は
、
橋
梁
長
寿
命
化

修
繕
計
画
等
と
行
う
必
要
が
あ

る
。
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　

市
道
長
森
横
町
線
は
国

道
18
号
や
市
街
地
と
道
の
駅
を

結
ぶ
重
要
な
防
災
道
路
で
あ
る
。

長
森
橋
を
含
め
、
拡
幅
整
備
が

必
要
だ
が
、
事
業
全
体
の
優
先

順
位
づ
け
を
行
い
な
が
ら
総
合

的
に
判
断
し
た
い
。

河
川
の
減
災
、
防
災
に
つ
い
て

　
　

関
川
は
平
成
７
年
の
水
害
後

に
整
備
さ
れ
、
そ
の
後
市
内
で
大

き
な
水
害
は
発
生
し
て
い
な
い
が
、

矢
代
川
等
の
河
川
は
早
急
な
対
応

が
必
要
で
あ
る
。
河
川
改
修
等
に

つ
い
て
、
国
や
県
へ
の
働
き
か
け

や
要
望
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

台
風
19
号
の
影
響
で
土
砂

が
堆
積
し
河
床
が
上
昇
す
る
な
ど

今
後
の
出
水
を
考
え
た
場
合
危
険

な
状
況
で
あ
る
た
め
、
県
に
対
し

早
急
な
復
旧
対
策
を
要
望
し
た
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用

　
　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
に

よ
る
水
害
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、

市
民
へ
の
正
確
な
周
知
が
必
要
で

あ
る
。
今
後
の
取
り
組
み
と
リ
ス

ク
情
報
を
市
民
に
周
知
す
る
た
め

の
体
制
、
情
報
は
行
き
渡
っ
て
い

た
の
か
。

　
　
　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
周
知

に
つ
い
て
、
新
井
地
区
全
体
の
配

付
や
各
町
内
へ
洪
水
浸
水
想
定
図

を
配
付
し
て
き
た
。
台
風
19
号
の

よ
う
な
災
害
予
測
が
広
範
囲
に
及

ぶ
場
合
は
、
小
学
校
区
な
ど
の
大

き
な
単
位
を
対
象
に
避
難
情
報
を

発
令
す
る
等
、
市
民
が
よ
り
理
解

し
や
す
い
情
報
伝
達
に
努
め
る
。

橋梁、河川の
インフラ整備について
 宮﨑 淳一 議員

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

問問問

問問

市
長

市
長

市
長

市
長

問問

問問

妙
高
市
に
お
け
る

医
療
体
制
に
つ
い
て

              

太
田 

紀
己
代 

議
員

※見出し、質問部分は質問者本人が執筆したものを編集しました。
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高
温
猛
暑
に
耐
え
る
コ
メ
の
品
質
確
保
を

　
　

今
夏
は
記
録
的
な
高
温
、
猛
暑
で

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
１
等
米
比
率
が
大
幅
に

低
下
し
た
。
温
暖
化
が
進
ん
で
お
り
、

今
後
も
異
常
気
象
の
多
発
が
予
想
さ
れ

る
。
今
回
の
品
質
低
下
の
原
因
と
対
策

は
ど
う
か
。

　
　
　

県
で
は
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、

要
因
分
析
と
異
常
気
象
へ
の
対
応
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
市
で
は
引
き
続
き
県

等
と
連
携
し
、
栽
培
管
理
な
ど
の
情
報

提
供
に
努
め
る
。

　
　

「
新
之
助
」
は
、
高
温
に
強
い
品

種
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
コ
シ

ヒ
カ
リ
と
並
ぶ
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
栽

培
面
積
拡
大
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

市
内
で
は
約
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
新

之
助
が
作
付
さ
れ
て
い
る
。
県
で
は
来

年
度
も
同
じ
生
産
量
を
維
持
す
る
方
針

を
示
し
て
い
る
。
新
之
助
の
栽
培
は
、

農
業
者
の
経
営
判
断
等
に
基
づ
き
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

台
風
19
号
被
害
の
早
期
復
旧
を

　
　

台
風
19
号
で
農
業
用
水
路
の
頭
首

工
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
河
川
管

理
、
護
岸
復
旧
と
合
わ
せ
た
早
期
復
旧

が
必
要
だ
が
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

河
川
と
隣
接
す
る
水
路
や
頭
首

工
の
復
旧
は
、
河
川
を
管
理
す
る
県
と

協
議
を
行
い
設
計
を
進
め
て
お
り
、
早

期
完
了
に
努
め
た
い
。

　
　

農
地
復
旧
で
は
中
山
間
地
の
農
家

が
経
営
を
持
続
で
き
る
よ
う
、
負
担
の

軽
減
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

市
で
は
、
市
単
独
の
農
業
用
施

設
災
害
復
旧
事
業
の
負
担
率
の
見
直
し

を
行
う
な
ど
受
益
者
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
い
る
。
農
家
の
高
齢
化
や
戸
数

が
減
少
す
る
中
、
負
担
に
つ
い
て
近
隣

市
町
村
の
状
況
等
を
調
査
し
、
引
き
続

き
検
討
し
て
い
く
。

新
た
な
農
業
・
農
村
計
画
の
基
本
方
針
は

　
　

新
た
な
農
業
・
農
村
基
本
計
画
に

お
け
る
経
営
者
の
育
成
、
米
等
農
産
物

の
海
外
輸
出
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

今
後
実
施
す
る
人
・
農
地
プ
ラ

ン
と
合
わ
せ
、
地
域
の
中
心
と
な
る
経

営
主
体
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
国

が
指
導
す
る
ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
結
果
を
踏
ま
え
進
め
た
い
。

農
家
と
一
体
感
の
あ
る
食
政
策
を

　
　

ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺

産
に
和
食
文
化
が
登
録
さ
れ
、

日
本
食
が
見
直
さ
れ
て
い
る
が
、

農
山
村
の
衰
退
に
よ
り
貴
重
な

伝
統
の
食
文
化
が
消
え
て
し
ま

う
。
農
山
村
の
食
文
化
保
護
と

伝
承
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

学
校
給
食
等
で
は
、
月

１
回
郷
土
料
理
を
提
供
す
る
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
に
地
域
の
食

文
化
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、

食
生
活
改
善
推
進
委
員
に
よ
る

保
育
園
等
で
の
料
理
教
室
の
開

催
な
ど
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通

し
食
文
化
の
継
承
に
努
め
た
い
。

　
　

農
家
の
収
入
ア
ッ
プ
の
た

め
に
地
産
地
消
の
構
造
を
作
る

と
い
っ
た
、
踏
み
込
ん
だ
体
制

支
援
は
出
来
な
い
か
。

　
　
　

小
・
中
・
総
合
支
援
学

校
等
の
給
食
に
市
内
農
業
者
の

米
を
使
う
な
ど
地
場
産
品
の
販

路
拡
大
が
図
ら
れ
て
い
る
。
今

後
も
地
場
農
産
物
の
消
費
促
進

と
農
家
の
収
入
拡
大
に
努
め
る
。

　
　

商
品
に
な
り
に
く
い
野
菜

の
活
用
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　

商
品
に
な
り
に
く

い
野
菜
等
の
活
用
に
つ
い
て
、

直
売
所
で
は
、
価
格
の
値
下
げ

な
ど
廃
棄
物
を
出
さ
な
い
工
夫

が
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
雪
室
の

活
用
に
よ
る
新
た
な
商
品
の
提
供

な
ど
農
家
の
所
得
向
上
に
努
め
る
。

　
　

中
山
間
地
の
農
業
や
農
村
の

特
徴
を
活
か
し
、
関
係
人
口
の
増

加
や
移
住
、
観
光
施
策
に
結
び
付

け
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

中
山
間
地
域
の
農
業
農
村

が
持
つ
多
面
的
機
能
は
、
多
く
の

魅
力
を
提
供
で
き
る
資
源
で
あ
る
。

景
観
保
全
や
森
林
整
備
な
ど
の
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
に
向
け
た

研
究
を
進
め
る
な
ど
、
都
市
部
の

自
治
体
や
環
境
問
題
に
関
心
の
あ

る
企
業
へ
の
P
R
に
よ
り
交
流
人

口
等
の
拡
大
に
結
び
付
け
た
い
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
向
け
た
体
制
整
備

　
　

現
在
、
地
域
情
報
化
基
本
計

画
の
策
定
中
で
あ
り
、
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
推
進
室
の
設
置
に
向
け
動

い
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の

ビ
ジ
ョ
ン
は
ど
う
か
。

　
　
　

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
I
C
T

を
導
入
し
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
行
政

手
続
き
の
効
率
化
に
よ
る
市
民
満

足
度
等
を
高
め
る
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
の
実
現
を
目
指
す
。

　
　
　
　
　

特
に
生
活
の
た
め
の

支
援
な
ど
、
住
民
が
便
利
に
な
っ

た
と
実
感
で
き
る
事
業
を
展
開
し

た
い
。

次なる地方創生、
今こそ食と農を守るべき
 村越 洋一 議員
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！一
般
質
問

命
を
守
る
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
　

け
い
な
ん
総
合
病
院
内
で
の
病
児

保
育
・
病
後
児
保
育
事
業
の
利
用
料
金

を
引
き
下
げ
る
支
援
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

教
育
長　

病
児
病
後
児
保
育
事
業
の
利

用
に
つ
い
て
、
県
内
他
市
の
状
況
と
比

較
し
て
も
平
均
的
な
額
と
な
っ
て
い
る

こ
と
や
利
用
料
の
減
免
等
も
行
っ
て
お

り
、
現
時
点
で
利
用
料
金
の
引
き
下
げ

は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

ラ
ン
ド
セ
ル
に
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
付
け
、

校
門
通
過
時
間
の
記
録
を
行
い
、
防
犯

カ
メ
ラ
と
連
動
す
る
児
童
見
守
り
安
心

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
　
　

登
下
校
時
間
は
あ
ら
か
じ
め

決
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、
行
事
な
ど
に

伴
う
変
更
の
際
は
事
前
に
保
護
者
に
周

知
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
段
階

で
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

多
様
な
子
ど
も
が
成
長
で
き
る
学
校
に

　
　

思
春
期
に
お
い
て
性
の
多
様
性
を

認
め
、
個
性
に
配
慮
し
た
環
境
が
望
ま

れ
る
。
教
育
現
場
に
お
け
る
対
応
や
課

題
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　

教
育
現
場
に
お
い
て
も
、
性

の
多
様
性
へ
の
理
解
が
十
分
で
は
な
い

こ
と
が
課
題
と
捉
え
て
い
る
。
計
画
的

な
職
員
研
修
な
ど
、
性
の
多
様
性
へ
の

関
心
、
理
解
の
向
上
に
努
め
る
。

　
　

日
本
人
以
外
の
子
ど
も
に
対
し
て

日
本
語
教
育
や
生
活
習
慣
等
の
多
様
性

を
教
育
現
場
で
ど
う
対
応
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　

日
本
語
の
習
得
が
十
分
で
な

い
子
ど
も
に
対
し
て
は
、
日
本
語
支
援

講
師
の
派
遣
に
よ
り
、
別
教
室
で
日
本

語
授
業
を
行
う
体
制
を
整
え
て
い
る
ほ

か
、
日
本
語
支
援
と
合
わ
せ
て
日
本
の

文
化
や
習
慣
等
に
も
触
れ
て
い
る
。

食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　

食
品
ロ
ス
削
減
に
通
じ
る
「
も
っ

た
い
な
い
」
を
「
あ
り
が
と
う
」
に
変

え
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
・
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
を
推
進
す
る
た
め
、
公
的
支
援
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
な
ど
の
活
動
は
、

市
民
レ
ベ
ル
で
は
活
動
の
認
知
度
が
高

く
な
い
こ
と
や
マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足
な

ど
に
課
題
が
あ
る
。
国
の
状
況
を
見
極

め
た
中
で
、
当
市
の
状
況
に
見
合
っ
た

取
り
組
み
を
実
施
し
た
い
。

　
　

防
災
の
拠
点
と
し
て
の
道

の
駅
に
つ
い
て
、
拡
張
道
の
駅

あ
ら
い
は
、
一
時
避
難
所
と
し

て
も
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
備
蓄
品
や
医
療
体
制
、
直

売
所
の
災
害
時
の
活
用
な
ど
ど

う
対
応
す
る
の
か
。
ま
た
、
広

場
を
避
難
場
所
と
し
て
ど
の
よ

う
に
活
用
す
る
考
え
か
。

　
　
　

拡
張
道
の
駅
は
、
市
民

を
初
め
、
国
道
な
ど
の
道
路
利

用
者
が
災
害
時
に
一
時
的
に
避

難
す
る
一
時
避
難
場
所
と
し
て

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
大
規
模

災
害
時
に
は
、
自
衛
隊
や
消
防

関
係
な
ど
に
よ
る
災
害
救
助
や

応
急
復
旧
活
動
を
展
開
す
る
た

め
の
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
を
想
定
し
、
支
援
や
復
旧
活

動
に
必
要
な
大
型
重
機
や
特
殊

車
両
の
駐
車
、
資
機
材
の
保
管
、

関
係
者
が
野
営
す
る
場
所
、
緊

急
ヘ
リ
ポ
ー
ト
な
ど
の
利
用
も

考
慮
し
、
防
災
広
場
や
駐
車
場

な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て

い
る
。
ま
た
、
全
国
か
ら
送
ら

れ
て
く
る
救
援
物
資
な
ど
を
一

時
的
に
保
管
し
、
被
災
地
域
へ

物
資
を
配
送
す
る
中
継
的
な
役

割
も
考
え
て
お
り
、
拡
張
道
の

駅
は
大
規
模
災
害
の
防
災
活
動

を
展
開
す
る
上
で
重
要
な
施
設

と
考
え
て
い
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
に
向
け
た
進
捗
状
況
は

　
　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
に
向
け

た
進
捗
状
況
と
人
口
減
少
問
題
に

つ
い
て
、
市
長
選
挙
の
際
に
市
長

は
人
口
減
少
対
策
の
具
体
的
な
取

り
組
み
と
し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推

進
を
掲
げ
て
い
た
が
、
テ
レ
ワ
ー

ク
は
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
中
心
に

し
て
空
き
家
や
観
光
施
設
を
有
効

活
用
し
て
、
市
の
若
い
職
員
の
意

見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
若
者
が
そ

こ
で
仕
事
を
し
た
い
と
思
え
る
環

境
を
創
り
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
と
市
長

の
考
え
は
。

　
　
　

テ
レ
ワ
ー
ク
は
地
方
へ
の

新
た
な
人
の
流
れ
を
つ
く
り
、
地

方
創
生
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る

た
め
、
第
３
次
総
合
計
画
に
お
い

て
も
位
置
づ
け
て
い
る
。
議
員
か

ら
の
質
問
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
の
た
め

に
は
、
若
い
世
代
の
職
員
の
力
を

活
か
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
良

い
発
想
を
持
っ
て
ほ
し
い
が
ど
う

か
。

　
　
　
　
　
　
　

来
年
度
か
ら
計

画
を
実
施
す
る
第
８
次
行
革
大
綱

の
中
で
も
、
市
職
員
の
テ
レ
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
研
究
を
し
て
い
く
と

い
う
記
載
を
し
て
お
り
、
そ
の
よ

う
に
進
め
て
い
き
た
い
。

防災拠点としての道の駅に
おける備蓄と医療体制は
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！一
般
質
問

副
業
に
よ
る
関
係
人
口
に
つ
い
て

　
　

都
市
部
で
は
週
末
な
ど
地
方
の
企

業
に
副
業
・
兼
業
し
た
い
人
が
い
る
。

一
方
地
方
で
は
人
手
不
足
が
大
き
な
問

題
に
な
っ
て
い
る
。
両
者
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
可
能
と
す
る
組

織
を
作
る
必
要
が
あ
る
が
ど
う
か
。

　
　
　

市
内
企
業
が
抱
え
る
人
材
不
足

を
解
消
し
、
事
業
発
展
に
つ
な
げ
る
た

め
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
は
必
要

で
あ
る
と
考
え
お
り
、
第
３
次
総
合
計

画
に
お
い
て
も
位
置
づ
け
て
い
る
。
都

市
圏
企
業
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
や
関
係
人
口
を
創
出
す

る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
が
、
こ
の
取

り
組
み
を
通
じ
、
副
業
、
兼
業
人
材
を

確
保
し
、
市
内
企
業
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
の

上
で
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持

つ
企
業
や
市
の
商
工
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
視
野

に
入
れ
た
事
業
推
進
を
構
築
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
長
選
の
公
約
に
つ
い
て

　
　

平
成
30
年
秋
の
市
長
選
挙
に
お
い

て
、
妙
高
市
民
と
の
約
束
で
も
あ
る
選

挙
公
約
は
現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

　
　
　

公
約
に
掲
げ
た
政
策
は
、
直
ち

に
実
施
で
き
る
も
の
と
中
・
長
期
的
な

取
り
組
み
が
必
要
な
も
の
が
あ
る
が
、

時
代
の
潮
流
を
捉
え
つ
つ
、
将
来
を
見

据
え
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
妙
高
市
を

次
の
時
代
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を

基
本
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
市
民

生
活
の
安
全
、
安
心
の
確
保
を
初
め
、

観
光
や
農
業
な
ど
、
地
域
産
業
の
振
興
、

国
立
公
園
妙
高
の
保
全
と
活
用
な
ど
を

進
め
る
と
と
も
に
、
働
き
方
改
革
や
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
の
流
れ

を
踏
ま
え
、
関
係
人
口
の
構
築
、
テ
レ

ワ
ー
ク
な
ど
新
た
に
そ
の
拡
大
に
も
取

り
組
み
を
進
め
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
今
後
も
引
き
続
き
安
定
的
な
財

政
運
営
が
何
よ
り
も
大
事
で
あ
る
。
こ

の
財
政
の
健
全
化
を
第
一
に
、
公
約
に

掲
げ
た
政
策
の
遂
行
に
邁
進
し
た
い
。

先
を
見
据
え
た
農
産
物
生
産
体
制
の
構
築
は

　
　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
等

に
よ
る
担
い
手
不
足
は
、
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。
売
れ
る
農
産

物
づ
く
り
や
販
路
拡
大
、
ブ
ラ

ン
ド
化
等
、
十
年
・
十
五
年
先

の
体
制
構
築
な
ど
、
儲
か
る
園

芸
農
業
へ
の
対
策
は
ど
の
よ
う

か
。

　
　
　

農
家
数
の
減
少
や
高
齢

化
、
近
年
の
異
常
気
象
な
ど
、

将
来
の
農
業
を
見
据
え
る
こ
と

は
非
常
に
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

農
業
経
営
の
収
益
向
上
に
向
け

て
は
、
全
国
的
に
大
規
模
化
や

経
営
の
複
合
化
な
ど
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
中
山
間
地
域
を

多
く
抱
え
る
当
市
で
は
個
人
農

家
が
中
心
に
農
業
農
村
を
支
え

て
い
る
現
状
も
あ
る
。
収
入
に

つ
な
が
り
、
生
産
の
励
み
と
な

る
よ
う
な
消
費
者
が
求
め
る
農

産
物
の
少
量
多
品
種
生
産
と
直

売
所
へ
の
出
荷
の
誘
導
に
よ
り

園
芸
の
振
興
と
農
業
経
営
の
複

合
化
を
進
め
て
い
き
た
い
。

生
分
解
性
マ
ル
チ
の
普
及
促
進
は

　
　

国
は
環
境
に
配
慮
し
た
素

材
の
生
分
解
性
マ
ル
チ
フ
ィ
ル

ム
の
利
用
を
推
奨
し
て
い
る
。

こ
の
マ
ル
チ
は
、
土
壌
中
の
微
生

物
に
よ
り
分
解
さ
れ
、
使
用
後
の

剥
ぎ
取
り
作
業
が
不
要
の
た
め
、

作
業
が
省
力
化
で
き
、
耕
作
放
棄

対
策
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
支

援
制
度
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

生
分
解
性
マ
ル
チ
フ
ィ
ル

ム
は
、
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

現
状
で
は
通
常
品
と
比
べ
て
高
価

格
で
、
今
後
全
国
的
に
普
及
が
進

む
こ
と
で
価
格
は
下
が
っ
て
く
る

も
の
と
思
わ
れ
る
た
め
、
現
時
点

で
の
補
助
制
度
の
創
設
は
考
え
て

い
な
い
。

た
ば
こ
を
止
め
た
い
人
へ
の
支
援
は

　
　

改
正
健
康
増
進
法
に
よ
り
禁

煙
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
禁

煙
に
対
す
る
支
援
は
総
合
健
康
都

市
妙
高
に
取
り
組
む
上
で
も
重
要

で
あ
る
。
禁
煙
外
来
治
療
の
助
成

制
度
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

禁
煙
外
来
に
対
す
る
費
用

助
成
に
つ
い
て
、
国
の
調
査
で
は
、

禁
煙
成
功
率
が
約
３
割
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
こ
と
や
禁
煙
は
個
人
の

意
思
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
在
の
と
こ
ろ
助
成
に
つ
い
て
は

考
え
て
い
な
い
。
引
き
続
き
、
禁

煙
の
た
め
の
保
健
指
導
に
積
極
的

に
取
り
組
む
。

儲かる園芸農業の
取り組みと健康増進対策
 岩﨑 芳昭 議員
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こ
こ
が
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特
別
支
援
学
校
の
授
業
で
は
、
ⅰ 

P
a
d
を
活
用
し
て
い
る
。
障
が
い
を

も
つ
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
操
作
が

簡
単
で
、
視
覚
的
、
聴
覚
的
に
も
多
様

な
表
現
が
可
能
で
、
児
童
・
生
徒
に
と

っ
て
も
有
効
な
教
材
・
教
具
で
あ
る
が

児
童
・
生
徒
数
、
職
員
数
に
対
し
て
は

数
が
足
り
な
い
。
ⅰ
P
a
d
の
導
入
の

考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、
操
作

が
簡
単
な
こ
と
や
双
方
向
的
な
か
か
わ

り
が
し
や
す
い
こ
と
な
ど
か
ら
総
合
支

援
学
校
や
全
て
の
学
校
の
授
業
に
お
い

て
有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
も
使
用
環
境
を
整
え
、
さ
ら
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
増
設
し
て
い
き
た
い
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
支
援
は

　
　

特
別
支
援
学
校
の
放
課
後
に
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
う
児
童
・
生

徒
が
い
る
が
、
障
が
い
の
程
度
に
よ
っ

て
は
受
け
入
れ
場
所
に
苦
慮
し
て
い
る

保
護
者
も
い
る
。
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
へ
の
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　

市
内
で
は
に
し
き
園
が
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
が
、

障
が
い
の
程
度
や
特
性
に
合
わ
せ
た
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
求
め

る
意
見
も
あ
り
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

上
越
市
の
事
業
所
を
含
め
調
整
を
促
し

て
い
き
た
い
。

自
立・訓
練
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
増
設

　
　

市
に
は
現
在
５
つ
の
障
が
い
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
開
設
さ
れ
て
い
る
が
、

市
外
に
は
夜
間
も
安
心
し
て
入
所
が
で

き
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
あ
る
。
市
内

に
も
そ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を

増
設
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

　
　
　

市
内
の
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
利
用
定
員
31
名
に
対
し
、
令
和
元

年
10
月
末
現
在
で
は
６
名
の
空
き
が
あ

る
状
況
で
あ
る
。
第
４
期
障
が
い
者
福

祉
計
画
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
新

設
を
位
置
付
け
て
い
る
。
施
設
を
健
全

に
運
営
す
る
た
め
の
稼
働
率
を
確
保
す

る
上
で
、
利
用
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
第
４
期
後
期
実
施

計
画
の
策
定
に
当
た
り
、
来
年
度
予
定

し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
通
じ
、

詳
細
な
把
握
を
し
た
上
で
、
検
討
を
進

め
た
い
。

台
風
19
号
の
被
害
状
況
の
概
要
は

　
　

冬
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

生
活
用
水
や
冬
の
流
雪
溝
用
水

に
関
係
す
る
矢
代
川
の
被
害
状

況
と
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

台
風
19
号
に
お
け
る
矢

代
川
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
、

人
的
及
び
建
物
被
害
は
な
か
っ

た
が
、
市
が
管
理
す
る
防
雪
施

設
の
取
水
ゲ
ー
ト
や
河
川
の
護

岸
の
決
壊
、
頭
首
工
や
農
地
な

ど
農
業
関
係
施
設
に
被
害
が
あ

っ
た
。
い
ず
れ
も
市
民
の
生
活

に
重
要
な
施
設
で
あ
り
、
一
日

も
早
い
復
旧
に
努
め
て
い
る
。

矢
代
川
決
壊
に
備
え
た
避
難
誘
導
は

　
　

台
風
19
号
発
生
時
、
白
山

町
に
は
避
難
勧
告
、
避
難
誘
導

指
示
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
矢

代
川
が
安
全
だ
と
し
た
判
断
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

台
風
19
号
発
生
時
、
矢

代
川
の
水
位
が
水
防
団
待
機
水

位
を
超
え
た
た
め
、
河
川
管
理

者
、
消
防
団
等
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
た
が
、
市
内
観
測
所

の
避
難
情
報
の
発
令
を
判
断
す

る
水
位
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、

避
難
情
報
の
発
令
に
至
ら
な
か

っ
た
。

矢
代
川
の
水
位
の
監
視
体
制
は
ど
う
か

　
　

矢
代
川
の
水
位
等
の
監
視
体

制
に
つ
い
て
、
監
視
体
制
の
強
化

等
に
つ
い
て
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

矢
代
川
の
水
位
は
、
市
内

石
塚
町
地
内
と
上
越
市
石
沢
地
内

に
県
の
水
位
観
測
所
が
あ
り
、
水

位
の
変
動
を
監
視
し
て
い
る
。
台

風
19
号
災
害
時
は
シ
ス
テ
ム
を
通

じ
た
監
視
の
ほ
か
、
消
防
団
及
び

市
の
職
員
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、

河
川
水
位
や
越
水
の
危
険
性
な
ど

の
確
認
を
行
っ
た
。

働
き
方
改
革
の
ワ
―
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入

　
　

個
々
の
事
情
に
応
じ
た
多
様

な
働
き
方
が
選
択
で
き
る
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、
ワ
―
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
非
常
に
有
効
な
選
択
肢
で
あ

る
と
考
え
る
。
リ
ゾ
ー
ト
地
な
ど

で
仕
事
等
を
す
る
新
し
い
働
き
方

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
考
え
か
。

　
　
　

日
本
能
率
協
会
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
セ
ン
タ
ー
と
の
包
括
協
定
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
慎
重
に
突
き

合
わ
せ
を
し
な
が
ら
、
今
後
の
市

内
企
業
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
を
含
め
て
複
合
的
な
展
開
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
。

台風19号における矢代川の
台風被害、避難状況、監視体制は
 植木 茂 議員
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国
に
よ
る
病
院
の

再
編
統
合
の
公
表
に
つ
い
て

　
　

厚
生
労
働
省
は
令
和
元
年
９
月
に

病
院
の
再
編
統
合
の
必
要
性
が
あ
る
と

し
て
、
全
国
4
2
4
の
公
立
・
公
的
病

院
を
再
検
証
要
請
対
象
医
療
機
関
と
し

て
病
院
名
を
公
表
し
、
1
，
4
4
5
病

院
を
対
象
に
が
ん
、
心
疾
患
、
救
急
、

小
児
、
災
害
、
へ
き
地
医
療
な
ど
、
診

療
実
績
が
特
に
少
な
い
医
療
機
関
と
し

て
病
院
の
統
合
が
必
要
と
し
た
。
こ
れ

を
受
け
全
国
知
事
会
な
ど
３
団
体
は
、

総
務
省
、
厚
生
労
働
省
と
の
協
議
の
場

で
、
「
地
域
医
療
機
関
が
な
く
な
っ
た

ら
命
や
地
域
健
康
は
誰
が
守
る
の
か
」
、

「
一
律
の
基
準
で
は
な
く
、
地
域
の
実

情
に
合
っ
た
検
証
が
必
要
だ
」
、
「
自

治
体
病
院
が
最
後
の
砦
に
な
っ
て
い
る

地
域
に
つ
い
て
は
、
地
方
の
意
見
を
十

分
聞
き
な
が
ら
議
論
し
て
も
ら
い
た

い
」
な
ど
述
べ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
市
の
見
解
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

今
回
の
国
の
公
表
を
受
け
、
９

月
27
日
に
全
国
市
長
会
は
、
知
事
会
、

町
村
会
と
連
名
で
、
病
院
名
公
表
に
遺

憾
の
意
を
示
す
と
と
も
に
、
地
方
に
お

け
る
持
続
可
能
な
医
療
提
供
体
制
の
積

極
的
な
構
築
を
強
く
求
め
た
。
県
立
妙

高
病
院
と
け
い
な
ん
総
合
病
院
が
公
表

対
象
と
な
っ
た
当
市
と
し
て
、
こ
の
公

表
は
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
今
後
２
次
保
健
医
療
圏
域
ご
と

に
設
置
さ
れ
て
い
る
地
域
医
療
構
想
調

整
会
議
で
、
改
め
て
市
の
実
情
に
応
じ

た
医
療
供
給
体
制
の
維
持
、
継
続
に
つ

い
て
強
く
訴
え
て
い
き
た
い
。

　
　

再
編
に
よ
る
病
院
数
や
診
療
科
目

の
減
少
は
地
域
住
民
の
命
に
か
か
わ
る

が
、
市
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

県
立
妙
高
病
院
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
住
民
に
と
っ
て
、
唯
一
の
医
療

機
関
で
あ
る
こ
と
と
同
時
に
登
山
や
温

泉
、
ス
キ
ー
な
ど
の
一
時
的
な
観
光
客

だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等
の
長

期
滞
在
者
な
ど
、
多
く
の
来
訪
者
の
安

全
、
安
心
を
守
る
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
今
後
、
県
の
提
言
を
踏
ま
え

て
検
討
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
去

る
11
月
29
日
、
市
長
、
市
議
会
議
長
等

と
連
名
で
知
事
と
関
係
部
局
に
対
し
、

申
し
入
れ
を
し
た
。
今
後
も
県
の
動
向

を
注
視
し
地
域
医
療
を
支
え
る
県
立
妙

高
病
院
の
維
持
、
存
続
に
向
け
、
必
要

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

魅
力
あ
る
返
礼
品
の
工
夫
に
つ
い
て

　
　

魅
力
あ
る
返
礼
品
は
よ
り

多
く
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
な

が
る
。
当
市
の
ふ
る
さ
と
納
税

を
魅
力
あ
る
も
の
と
す
る
た
め

ど
の
よ
う
な
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
る
か
。

　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附

額
の
増
収
と
市
の
魅
力
発
信
の

た
め
、
返
礼
品
に
信
越
五
岳
ト

レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス
の

出
走
権
な
ど
の
追
加
や
市
内
事

業
所
に
返
礼
品
を
公
募
す
る
な

ど
拡
充
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

当
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
は
市
の
P
R
と
な
る
内

容
と
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　

返
礼
品
は
商
品
だ

け
で
な
く
、
宿
泊
、
ス
キ
ー
、

ゴ
ル
フ
場
利
用
券
、
高
齢
者
の

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
あ
る
。

返
礼
品
を
送
る
際
は
、
市
の
観

光
や
返
礼
品
提
供
事
業
者
の
商

品
P
R
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
同
封

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

拠
点
駅
周
辺
の
活
性
化
計
画
に
つ
い
て

　
　

立
地
適
正
化
計
画
で
は
、

地
域
拠
点
と
な
る
駅
周
辺
の
開

発
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

立
地
適
正
化
計
画
に
お

い
て
地
域
拠
点
に
位
置
付
け
て
い

る
妙
高
高
原
、
関
山
、
北
新
井
駅

周
辺
の
活
性
化
は
、
駅
周
辺
活
性

化
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
　

妙
高
高
原
駅
の
ト
イ
レ
に
つ

い
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ

に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
状
況
で
あ
る

が
、
改
善
の
見
通
し
は
。

　
　
　
　
　
　
　

妙
高
高
原
駅
の

ト
イ
レ
に
つ
い
て
駅
や
観
光
案
内

所
へ
の
聞
き
取
り
で
は
苦
情
は
寄

せ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
現
状
を
把

握
し
今
後
の
対
応
を
検
討
し
た
い
。

　
　

９
月
議
会
後
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
の
進
捗
状
況
と
地
域
へ

の
説
明
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

市
街
地
の
ス
ー

パ
ー
の
早
期
再
開
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
地
元
関
係
者
へ
説
明
等

は
行
っ
て
い
な
い
。
地
域
の
声
や

要
望
が
あ
っ
た
際
は
、
丁
寧
に
対

応
し
た
い
。

　
　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ

い
て
、
市
長
の
17
年
間
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
評
価
は
ど
の
よ
う

か
。

　
　
　

当
時
と
現
在
、
こ
こ
ま
で

の
過
程
の
中
で
様
々
な
状
況
が

あ
っ
た
。
非
常
に
危
機
的
な
状
況

だ
と
認
識
し
て
お
り
何
と
か
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

こ
こ
が
聞
き
た
い
！一
般
質
問
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ふるさと納税の返礼品について
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的
病
院
の

充
実
に
つ
い
て

             

　 

丸
山 

政
男 

議
員

問

市
長

市
長

問

問 問問

問 問 問市
長

市
長

市
長

企
画
政
策
課
長

観
光
商
工
課
長

財
務
課
長



こ
こ
が
聞
き
た
い
！一
般
質
問
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洪
水
防
災
マ
ッ
プ
の
見
直
し
と
立
地
適
正
化
計
画
で
の
位
置
づ
け
は

　
　

洪
水
防
災
マ
ッ
プ
と
立
地
適
正
化

計
画
に
つ
い
て
、
台
風
19
号
に
よ
る
災

害
対
応
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
な
教
訓

と
し
て
活
か
す
考
え
か
。

　
　
　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
県
へ
早
急
に
新
た
な
河
川

の
洪
水
浸
水
想
定
区
域
の
設
定
を
求
め

て
い
く
。
立
地
適
正
化
計
画
に
お
け
る

居
住
誘
導
区
域
等
の
浸
水
想
定
区
域
の

安
全
確
保
に
向
け
て
は
、
県
へ
ハ
ー
ド

整
備
を
要
望
す
る
な
ど
総
合
的
な
減
災

防
災
対
策
を
進
め
て
い
く
。

避
難
所
等
の
対
応
と
防
災
無
線
の
活
用
等
見
直
し
は

　
　

台
風
19
号
災
害
に
お
け
る
避
難
所

運
営
に
つ
い
て
、
市
職
員
の
不
足
に
よ

り
不
備
が
あ
っ
た
と
の
反
省
か
ら
、
訓

練
等
に
つ
い
て
今
後
の
対
応
は
。

　
　
　

台
風
19
号
で
確
認
さ
れ
た
避
難

所
運
営
の
課
題
に
対
し
、
具
体
的
な
避

難
所
開
設
や
運
営
訓
練
を
多
く
の
職
員

に
対
し
実
施
し
た
い
。

　
　

防
災
無
線
の
活
用
に
つ
い
て
、
活

用
の
見
直
し
が
必
要
と
さ
れ
た
が
、
今

後
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
お
知
ら

せ
に
つ
い
て
、
地
区
役
員
等
か
ら
意
見

や
要
望
が
あ
り
そ
の
都
度
運
用
に
反
映

し
て
い
る
が
、
今
後
は
さ
ら
に
放
送
す

る
事
柄
な
ど
を
ル
ー
ル
化
し
、
市
民
に

周
知
し
て
い
く
。

地
球
温
暖
化
の
対
応
は

　
　

地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
が

増
え
る
中
、
非
常
事
態
宣
言
を
出
す
自

治
体
も
あ
る
が
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
市
民
や
事
業
所
、
行

政
と
の
一
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て

き
た
が
、
今
後
も
国
等
の
関
係
機
関
と

連
携
し
、
温
暖
化
防
止
対
策
の
強
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

早
期
療
育
施
設
の
実
態
と
改
善
点
は

　
　

早
期
療
育
施
設
の
必
要
性
が
増
し

て
い
る
が
、
施
設
の
実
態
と
充
実
、
改

善
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　

早
期
療
育
施
設
ひ
ば
り
園
の

果
た
す
役
割
は
今
後
さ
ら
に
大
き
く
な

る
と
考
え
ら
れ
、
専
門
的
な
療
育
支
援

の
た
め
の
人
材
確
保
等
に
努
め
た
い
。

妙
高
市
の
幼
児
教
育
方
針
は

　
　

平
成
27
年
度
か
ら
５
年
間

を
期
間
と
す
る
第
Ⅲ
期
妙
高
市

総
合
教
育
基
本
計
画
で
は
「
豊

か
な
感
性
と
た
く
ま
し
く
健
や

か
な
心
身
を
育
む
幼
児
教
育
」

の
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

各
年
度
の
主
要
事
業
計
画
で
は

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
改

め
て
当
市
の
幼
児
教
育
方
針
を

問
う
。

　
　
　
　

市
で
は
、
豊
か
な
感

性
を
持
ち
、
生
き
生
き
と
輝
く

妙
高
っ
子
の
育
成
を
保
育
や
幼

児
教
育
の
目
標
と
し
、
保
育
園

等
で
の
遊
び
や
活
動
を
通
し
て
、

豊
か
な
人
間
性
と
生
き
る
力
を

育
む
教
育
を
推
進
し
て
い
る
。

特
に
自
然
と
の
か
か
わ
り
や
生

命
の
尊
重
、
豊
か
な
感
性
と
表

現
、
社
会
生
活
と
の
か
か
わ
り

に
つ
い
て
、
よ
り
深
く
追
求
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

良
い
幼
児
教
育
に
足
り
る
保
育
士
は

　
　

質
の
高
い
幼
児
教
育
に
足

り
る
保
育
士
の
配
置
が
な
さ
れ

て
い
る
か
。

　
　
　
　

市
内
保
育
園
や
認
定

こ
ど
も
園
で
は
、
国
の
運
営
基

準
等
に
基
づ
き
、
適
正
な
保
育
士

の
配
置
に
加
え
、
園
児
数
や
園
児

の
特
性
、
ク
ラ
ス
の
状
況
等
を
考

慮
す
る
中
で
、
保
育
補
助
員
を
配

置
し
、
安
全
、
安
心
な
環
境
の
中

で
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
と
き
め

細
や
か
に
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

保
育
士
の
処
遇
改
善
を
含
め
た
財
政
措
置
は

　
　

質
の
高
い
幼
児
教
育
を
す
る

に
は
優
秀
な
保
育
士
の
確
保
は
必

然
で
あ
る
。
保
育
士
の
処
遇
改
善

や
そ
の
た
め
の
財
政
措
置
が
必
要

と
考
え
る
が
現
状
は
。

　
　
　
　

保
育
士
等
の
処
遇
に
つ

い
て
は
、
無
資
格
の
保
育
補
助
員

を
含
め
て
、
毎
年
見
直
し
を
図
っ

て
い
る
ほ
か
、
園
運
営
に
必
要
な

臨
時
保
育
士
等
の
人
件
費
を
初
め
、

人
材
育
成
の
た
め
の
研
修
費
用
等

を
確
保
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成

30
年
度
か
ら
無
資
格
の
保
育
補
助

員
な
ど
を
対
象
と
し
て
、
保
育
士

の
資
格
取
得
支
援
と
就
労
促
進
の

た
め
に
、
保
育
士
資
格
の
取
得
に

要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る

保
育
士
確
保
対
策
事
業
補
助
金
制

度
を
創
設
し
、
資
質
の
向
上
や
優

秀
な
保
育
人
材
の
確
保
を
図
っ
て

お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
必
要
な

財
政
措
置
を
行
っ
て
い
く
。

人材育成としての
幼児教育について
 髙田 保則 議員

台
風
災
害
を
い
か
に

教
訓
と
し
て
活
か
す
か

                 

霜
鳥 

榮
之 

議
員

市
長

市
長

市
長

市
長

問問問

問問教
育
長

教
育
長

問問

問

教
育
長

教
育
長



常
任
委
員
会
で
議
案
を
じ
っ
く
り
審
査
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【
総
務
文
教
委
員
会
】

【
概
要
】
第
３
次
妙
高
市
総
合
計

画
の
推
進
に
向
け
て
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
・
活
性
化
や
移
住

定
住
支
援
策
を
一
体
的
に
取
り
組

む
ほ
か
、
情
報
通
信
技
術
な
ど
を

活
用
し
た
市
民
生
活
の
利
便
性
向

上
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
妙
高

の
実
現
に
向
け
て
、
必
要
な
組
織

及
び
任
務
の
見
直
し
を
行
う
た
め

の
条
例
改
正
。

問　

新
た
に
設
置
さ
れ
る
地
域
共

生
課
の
具
体
的
な
設
置
理
由
は
。

総
務
課
長　

住
民
主
体
の
地
域
づ

く
り
を
よ
り
推
進
し
、
地
域
の
複

合
的
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

特
任
を
持
っ
た
課
を
新
設
す
る
。

さ
ら
に
、
移
住
定
住
を
含
め
地
域

の
維
持
や
活
性
化
等
に
対
し
一
体

的
に
取
り
組
む
組
織
で
あ
る
。

【
概
要
】
防
災
行
政
無
線
等
デ
ジ

タ
ル
化
工
事
に
お
い
て
、
情
報
伝

達
力
強
化
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の

追
加
、
戸
別
受
信
機
の
台
数
見
直

し
等
に
伴
う
変
更
契
約
。

問　

戸
別
受
信
機
の
台
数
変
更
に

つ
い
て
、
設
置
を
辞
退
し
た
世
帯

の
理
由
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
。

ま
た
、
辞
退
し
た
世
帯
へ
は
ど
の

よ
う
に
情
報
を
伝
え
る
の
か
。

総
務
課
長　

戸
別
受
信
機
設
置
を

辞
退
し
た
理
由
は
、
安
全
安
心
メ

ー
ル
等
で
情
報
が
得
ら
れ
る
こ
と

や
屋
外
拡
声
子
局
の
放
送
が
よ
く

聞
こ
え
る
等
で
あ
っ
た
。
戸
別
受

信
機
は
災
害
時
の
情
報
伝
達
の
最

も
重
要
な
手
段
で
あ
り
、
台
風
19

号
以
降
、
住
民
の
意
識
も
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。
地
道
に
全
て
の
家

庭
に
受
信
機
が
設
置
さ
れ
る
ま
で

努
力
し
た
い
。

【
概
要
】
合
併
特
例
債
の
発
行
期

限
を
延
長
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
計
画
期
間
延
長
と
第
３
次
妙

高
市
総
合
計
画
の
目
標
年
次
、
人

口
と
の
整
合
を
図
る
ほ
か
、
重
点

事
業
の
推
進
の
た
め
、
計
画
を
変

更
す
る
も
の
。

問　

新
市
建
設
計
画
に
お
け
る
新

潟
県
市
町
村
合
併
特
別
交
付
金
充

当
事
業
に
つ
い
て
は
、
全
て
終
了

し
た
と
考
え
て
い
る
か
。

企
画
政
策
課
長　

妙
高
高
原
と
妙

高
地
域
に
５
億
円
ず
つ
交
付
さ
れ

た
合
併
特
別
交
付
金
の
事
業
は
、

い
ず
れ
も
完
了
し
て
い
る
が
、
整

備
が
必
要
な
も
の
は
補
助
金
等
ほ

か
の
財
源
で
考
え
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

○
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
整
備
事
業

問　

当
市
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
発
行
枚
数
は
。

市
民
税
務
課
長　

12
月
８
日
現
在

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
枚

数
は
４
，
１
７
６
枚
で
、
交
付
率

は
約
13
％
で
あ
る
。

【
建
設
厚
生
委
員
会
】

○
都
市
計
画
総
務
費

問　

新
図
書
館
等
複
合
施
設
整
備

計
画
策
定
に
つ
い
て
、
新
図
書
館

の
具
体
的
な
機
能
は
。
ま
た
新
図

書
館
の
場
所
は
既
に
決
定
し
て
い

る
の
か
。

建
設
課
長　

新
図
書
館
の
機
能
は
、

市
街
地
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
図
書
館
だ
け
で
な
く
、
交
流
や

子
育
て
支
援
な
ど
複
合
的
な
機
能

を
備
え
た
内
容
で
検
討
し
た
い
が
、

具
体
的
に
は
、
県
内
の
事
例
や
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
し
決
定
し
た
い
。
新
図
書

館
の
位
置
は
、
立
地
適
正
化
計
画

の
中
で
は
、
市
街
地
の
活
性
化
か

ら
、
市
役
所
周
辺
が
よ
い
と
の
結

論
を
出
し
た
。
一
方
、
図
書
館
整

備
基
本
構
想
で
は
、
市
役
所
周
辺

と
文
教
ゾ
ー
ン
も
提
案
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
業
務
委
託
の
中
で
最
終

的
に
決
定
し
た
い
。

問　

複
合
施
設
の
選
定
は
ど
の
よ

う
か
。
あ
る
程
度
状
況
が
わ
か
っ

て
か
ら
業
務
委
託
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

建
設
課
長　

市
役
所
周
辺
と
文
教

ゾ
ー
ン
の
い
ず
れ
の
区
域
に
な
っ

て
も
図
書
館
だ
け
で
な
く
、
複
合

的
な
施
設
に
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め

に
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
な
施
設
が

よ
い
か
、
費
用
対
効
果
等
を
明
ら

か
に
し
た
い
。

【
産
業
経
済
委
員
会
】

【
概
要
】
令
和
２
年
４
月
か
ら
輸

入
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
価
格
上
昇
等
に
よ
る

原
料
ガ
ス
価
格
改
定
に
伴
う
、
条

例
改
正
。

問　

Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
混
合
割
合
が
変
わ

る
が
、
そ
れ
に
よ
る
ガ
ス
の
熱
量

へ
の
影
響
は
ど
の
よ
う
か
。

ガ
ス
上
下
水
道
局
長　

Ｌ
Ｎ
Ｇ
の

混
合
割
合
が
変
わ
っ
て
も
熱
量
へ

の
影
響
は
な
い
。

問　

指
定
管
理
者
は
非
公
募
で
妙

高
ツ
ー
リ
ズ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由

は
。

観
光
商
工
課
長　

妙
高
ツ
ー
リ
ズ

ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
自
主
財
源
を

見
い
だ
し
、
自
立
し
た
組
織
に
な

る
こ
と
で
、
よ
り
こ
の
地
域
の
振

興
に
つ
な
が
る
自
主
的
な
事
業
を

行
え
る
。
ま
た
、
施
設
運
営
自
体

の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
観
光
協
会
か
ら
引

き
継
い
で
お
り
安
定
的
な
運
営
が

見
込
め
る
こ
と
か
ら
指
定
し
た
。

問　

災
害
復
旧
は
原
形
復
旧
が
原

則
だ
が
、
改
良
復
旧
に
つ
い
て
の

考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

副
市
長　

29
年
の
災
害
で
直
し
た

も
の
が
今
回
の
台
風
で
被
災
し
た

例
も
あ
る
。
市
長
会
を
通
じ
て
部

分
的
に
も
改
良
復
旧
が
可
能
に
な

る
よ
う
要
望
し
て
い
き
た
い
。

〈
付
託
案
件
の
主
な
質
疑
〉

常
任
委
員
会
で

議
案
を
じ
っ
く
り
審
査

常
任
委
員
会
で

議
案
を
じ
っ
く
り
審
査

■
議
案
第
8 6
号　

新
市
建
設
計
画

の
変
更

■
議
案
第
75
号　

市
の
組
織
及
び
そ
の

任
務
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

■
議
案
第
84
号　

工
事
請
負
変
更
契
約

（
防
災
行
政
無
線
等
デ
ジ
タ
ル
化
工
事
）

■
議
案
第
92
号　

令
和
元
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

■
議
案
第
91
号　

指
定
管
理
者
の

指
定
（
市
営
高
谷
池
ヒ
ュ
ッ
テ
及

び
市
営
高
谷
池
野
営
場
）

問

観
光
商
工
課
長

問 問 問

問総
務
課
長

総
務
課
長

問

問問問 市
民
税
務
課
長

企
画
政
策
課
長

■
議
案
第
92
号　

令
和
元
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

■
議
案
第
92
号　

令
和
元
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号

■
議
案
第
82
号　

ガ
ス
供
給
条
例

の
一
部
改
正

建
設
課
長

建
設
課
長

副
市
長

ガ
ス
上
下
水
道
局
長



2020.2.3 発
行
 N
o. 60

編
集
・
発
行
／
妙
高
市
議
会
 〒
944-8686 新

潟
県
妙
高
市
栄
町
5番
1号

電
話
／
0255-74-0043  FA

X
／
0255-73-7442

E
-m
a
il／
g
ik
a
i@
c
ity
.m
y
o
k
o
.n
iig
a
ta
.jp

h
ttp
://w

w
w
.city.m

yoko.n
iigata.jp

/city-in
fo/d

iet/　
印
刷
／
（
株
）
ケ
ー
ナ
ー
ル

この広報紙は、自然保護のため再生紙と大豆油インキを使用しています。　落丁・乱丁などがありましたらお取り替えします。

※賛否がわかれた議案
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○○○○○○○○○○○●○●○○○

○は賛成、●は反対
※議長（関根正明）は、採決に加わらない

決議

結果

原案可決天皇陛下御即位を祝す賀詞に関する決議

議会傍聴にお越し下さい

本会議のライブ・録画中継 妙高市議会フェイスブックページ
本会議及び常任委員会の審議状況等をインターネッ
トで公開しています。パソコン、スマートフォンから簡
単にご覧いただくことが可能です。視聴は市議会ホ
ームページ、もしくは下のQRコードからご覧ください。

妙高市議会では、ホームページ、議会だよりに加えて、
新たな情報発信のツールとして「妙高市議会フェイ
スブックページを開設しています。タイムリーな議会
情報を掲載しています。ぜひアクセスしてください。
妙高市議会フェイスブックページは、
右のQRコードからご覧いただけます。

【令和元年12月定例会で審議された議案と審議結果】
全員賛成可決された議案 議　案　名

意見書

令
和
元
年
度
補
正
予
算

そ
の
他

議　案　名

条
例
改
正

指
定
管
理
者

の
指
定

組
合

関
係

人
事

案
件

市の組織及びその任務に関する条例
人事行政の運営等の状況の公表に関する条例等
一般職員の給与に関する条例
職員等の旅費に関する条例
災害弔慰金の支給等に関する条例
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例
市営高谷池宿泊施設条例
ガス供給条例

指定管理者の指定について
（長沢茶屋）

指定管理者の指定について
（市営高谷池ヒュッテ及び市営高谷池野営場）

新潟県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び新潟県市町村総合事務組合規約の変更
新潟県上越地域消防事務組合規約の変更
農業委員会委員の任命同意
人権擁護委員候補者推薦に対する意見

一般会計補正予算（第６号）
一般会計補正予算（第７号）
国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
介護保険特別会計補正予算（第２号）
ガス事業会計補正予算（第１号）
水道事業会計補正予算（第１号）
公共下水道事業会計補正予算（第１号）
簡易水道事業会計補正予算（第１号）
字の変更

工事請負変更契約の締結
（防災行政無線等（同報系）デジタル化工事）

新市建設計画の変更
市道の認定
第３次妙高市総合計画
選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙
　　免税軽油制度の継続を求める意見書

編集
後記

　新たな広報広聴委員会として2回目の議会だよりが完成。見やすくなった、変わった、との声をいただき
委員の励みになっています。広報広聴のもう一つの役割「広聴」では、もうじき開催される「議会報告会・
意見交換会」。今後はホームページでの発信にも力を入れていきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報広聴委員会副委員長　村越洋一

Ｑ. 傍聴するには事前に予約が必要？
Ａ.  事前の予約は不要です。会議当日に本会議は市役所６階、常任
委員会は５階の受付で氏名、住所等を記入いただきます。

Ｑ. 急に行ってどんなことを審議しているかわかるの？
Ａ. 傍聴受付では、当日の会議日程や審議する議案の貸出しを行っ
ています。お気軽にお越しください。

受付で氏名、
  住所等を記入

本会議は、市役所６階へ

車いす用傍聴席も備えています

議会を
もっと身近に

【ホームページ】
https://www.city.myoko.niigata.jp/docs/612.html

ユーチューブへのリンクはこちら→ フェイスブックへのリンクはこちら→


